
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

教科担当者： （　１組～3組：太田　　4組～6組：松本　　　）

使用教科書： （

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

・乗法公式
・因数分解
・多項式の割り算。分数式の計算
・無理数の計算

【知識・技能】
　乗法公式を活用し、基本的な式の展開、計
算をすることができる。因数分解の公式を理
解し、問題を解くことができる。

【思考・判断・表現】
　工夫した式の展開や因数分解ができる。分
数式の計算と式の値を関連付けて考察するこ
とができる。やや複雑な無理数の計算ができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
　より良い解法を考察して式の展開や因数分
解、無理数の計算に活用できる。問題解決に
おいて既に学習した事柄と関連付けて式を多
面的にとらえることができる

○ ○

定期考査
○ ○

２
学
期

C 数と式（方程式）
【知識及び技能】
　１次方程式、２次方程式の解を求
める。連立方程式の解法を理解す
る。不等式や連立不等式の解を求め
る。

【思考力、判断力、表現力等】
　分数や小数を含むやや複雑な１次
方程式、２次方程式の解を求める。
判別式の活用や３元１次方程式の解
法について考察する。不等式の性質
をもとに、不等式の解法を考察した
り、連立不等式に応用する。

【学びに向かう力、人間性等】
　数学の事象や日常の事象を関連付
けて解決しようとする。

・１次方程式
・２次方程式
・連立方程式(1)
・連立方程式(2)
・不等式
・連立不等式

【知識・技能】
　１次方程式や２次方程式について、解法を
理解し、実際に解を求めることができる。不
等式や連立不等式の解を求めることができ
る。

【思考・判断・表現】
　分数や小数を含むやや複雑な１次方程式や
２次方程式の解を求めることができる。ま
た、判別式を利用し、実数解の個数について
考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　問題解決において既に学習した事柄と関連
付けて式を多面的にとらえることができる

○ ○

○

○ 15

D 2次関数
【知識及び技能】
　2次関数のグラフの特徴について
理解し、2次関数のグラフが書け
る。グラフの条件から2次関数を決
定できる。2次方程式、2次不等式が
解ける。

【思考力、判断力、表現力等】
　2次関数の最大値最小値が求めら
れ、様々な事象の考察に活用でき
る。2次方程式や2次不等式の解と、
2次関数のグラフとｘ軸との共有点
と関連付けられる。

【学びに向かう力、人間性等】
　数学の事象や日常の事象を関数や
2次方程式、不等式を用いて解決し
ようとする。

・２次関数のグラフ
・２次関数の最大・最小とその利
用
・応用問題

【知識・技能】
　放物線の軸、頂点について理解し、必要に
応じて平方完成してグラフを書くことができ
る。2次関数の最大値と最小値を求めることが
できる。2次方程式、2次不等式を解くことが
できる。

【思考・判断・表現】
　放物線の平行移動を理解する。2次関数の
軸、定義域と最大値・最小値の関係を理解す
る。適切に場合分けして最大値最小値を求め
ることができる。2次関数のグラフとｘ軸の共
有点について2次方程式の解と関連付けて理解
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　数学の事象や日常生活の事象について、関
数を用いて考察することができる。

○ ○ ○ 15

定期考査 ○

1

配当
時数

１
学
期

A 数と式（式の計算、割合）
【知識及び技能】
　式を扱うための基本的な用語や計
算方法、数の体系について理解す
る。また，割合の考え方を理解す
る。

【思考力、判断力、表現力等】
　数や式を多面的に見て目的に応じ
た変形ができる。割合を用いて数学
や日常の様々な事象に活用できる。
やや複雑な多項式の計算ができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　より良い計算方法や割合について
考察しようとする。数学の事象や日
常の事象を関連付けて解決しようと
する。

・数の計算(1)
・数の計算(2)
・割合
・多項式の計算

【知識・技能】
　分数や小数を含む基本的な四則演算ができ
る。また、四則演算の筆算の仕組みについて
理解を深める。基本的な割合の計算ができ
る。

【思考・判断・表現】
　数の計算を目的に応じ、工夫することがで
きる。魔法陣の仕組みについて理解し、その
解を考察することができる。割合の原価や利
益に関して理解を深めることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　より良い解法を考察して数の計算、式の計
算に活用できる。問題解決において既に学習
した事柄と関連付けて式を多面的にとらえる
ことができる。

○ ○ ○ 15

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

B 数と式（式の計算、実数）
【知識及び技能】
　式を扱うための基本的な用語や計
算方法、数の体系について理解す
る。基本的な乗法公式や因数分解、
無理数の計算について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
　３乗の乗法公式や式を工夫して展
開・因数分解する方法について理解
を深める。また、複雑な無理数の計
算、対称式の活用をする。

【学びに向かう力、人間性等】
　より良い計算方法や工夫について
考察しようとする。数学の事象や日
常の事象を関連付けて解決しようと
する。

○

○

15

定期考査

数学における基本的な概念や、原則・法則を体系的に理解する。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ⅰ教養

数と式，割合，方程式，2次関数等について、基
本的な概念や原理・法則を体系的に理解すると
ともに，事象を数学化したり，数学的に解釈し
たり，数学的に表現・処理したりする技能を身
に付けるようにする。

数や式を多面的にみて適切に変形する力，やや
複雑な計算や方程式等の応用問題を適切に処理
する力、表，式，グラフを相互に関連付けて考
察する力を養う。

東村山西

○

数学 数学Ⅰ教養 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

　　　　　　　　　）　使用問題集：（浜島書店　実用数学セミナー　　）

数学Ⅰ教養

数学を活用して事象を論理的に考察する力を養う

数学の良さを認識して積極的に数学を活用しようとする態度を養う

数学Ⅰ教養

【 知　識　及　び　技　能 】

1

定期考査
○ ○ 1



３
学
期

総合演習 総合演習 【知識・技能】
　上記の欄による。
【思考・判断・表現】
　上記の欄による。
【主体的に学習に取り組む態度】
　上記の欄による。

○ ○ ○ 6

合計

70


